
大学院教育改革支援プログラム　「理系の実践型女性科学者育成」　

（博士前期課程・実践科目群）

グループワーク演習I

「グループワーク演習I」の受講登録をしていない大学院学生や学部学生，教員の方の聴講も歓迎致します！
◆問い合わせ先　理学部数学科　角田秀一郎（内線3359）

　　　　　　　sm37052＠cc.nara-wu.ac.jp
日時:12月19日（金）14時40分～16時10分


場所:奈良女子大学理学部会議室（A棟1階）


講師: 下向建秀（日本SGI(株)、エンジニア）


題目: 流体解析処理　粒子法





講演概要：現在の主流の流体解析の手法は、メッシュ法ベースの差分法、有限要素法などの手法である。しかしながら、これらの手法で取り扱えない問題も多い。


　本講義で扱う粒子法は複雑な格子生成を必要としない、界面の大変形を容易に扱うことができる計算法であり、土木工学、機械工学などの各分野で幅広く利用されている今後有望な計算手法である。膨大な粒子を取り扱う本手法は、計算機性能の向上により近年実現可能になった。


　本講義では、大規模計算の粒子法と可視化技術を融合した新手法を紹介し、


新たな流体力学的潮流を示す。　








